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電子沖縄語辞典
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Conditiona1search

開発にあたっては，方言の自動翻訳や文音声の合成

などへ利用できるよう，今後の拡張性を考慮して，ソ

フトウェアは全て自作した．またウイソドウ・システ

ムを採用して操作性をよくし，ＴＲｍ構造を採用して

検索を高速化した．

まえがき1．

笥語の研究においては，単語の意味を確認したり音

韻の規則性を調べるため，辞典を多く活用する．琉球

方言の研究においても方言辞典は活用されてきたが，

これまで辞典の検索やそれを利用した統計処理などは

全て手作業で行わなければならず，研究の能率は悪い

ものであった．

そこで水研礎では，琉球万筒の研究支援を【|的とし

て,｜沖縄ﾊﾟﾊ辞典」［l]をもとに，コソピュータで辞欝

を,衛速に検索する「電ｆ･沖縄語辞典」を開発した．

２．電子沖縄語辞典の概要

木システムはⅢ「沖縄語辞典」の本文編（沖縄首里

方湾辞典）および索引編（標準語引き）をコンピュー

タで検索できるようにしたものである．本システムで

受願：l993fiill)１８１１

．［学部梢鰍「.'輪科Dep1．ｏ（１，ｌｂ｢mationEngineering.，Fac・ofEng．
…１１本アイビーエム㈱IBMJapanLtd．

…沖縄Ⅱ本電気ソフトウェア㈱OkinawaNECSoftwareCo・
沖縄岡識研究セソクー研究発表会において1993年６月19日に発表済み
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|土，前者を検索することを琉和検索，後者を検索する

ことを和琉検索と呼んでいる．本文編には，13,508語

の首里方言の単語が登録されている．見出し語は，音

韻記号（ローマ字）で表記されている．また見出し語

の全てに，アクセント記号（平板型：０，下降型：１），

品詞名およびその語の解説（意味や例文）が記されて

いる．索引編の見出し語は平仮名で表記されており，

その語に対応する首里方言が記されている本システ

ムでは，検索語をローマ字表記または平仮名表記で入

力すると，自動的に，それぞれ琉和検索，和琉検索が

実行される．「沖縄語辞典」で使用されている特殊な

音韻記号は，本システムでは，簡単のため，表１のよ

うに閲き換えている．

-ニトE二
表１．特殊文字の扱い

図１．電子沖縄辞典の構成

力する入力語検索，カレソト・ウイソドウの文字列を

マウス・カーソルで指定する画面語検索，検索した見

出し語をヒストリーとしてシステムが記憶しておき，

その中から見出し語をひとつ選択するヒストリー検索

からなる．また音声合成器を利用し，カレソト・ウイ

ンドウの見出し語とその解説文を音声として出力する

音声出力がある．

辞警操作部では，本システムに登録されている見出

し語とその解説文の削除，修正，および登録されてい

ない見出し語とその解説文の追加を行う．

出力部では，本システムに登録されている見出し語

とその解説文をファイルに出力する．

条件検索部では，音韻表記上のある条件にあった見

出し語をすべて取り出す条件検索，および任意の文字

列を入力するとそれが現れる全ての見出し語を取り出

し，その出現個数を数えるカウソトを行う．また，検

索された語を編集するエディタがある．

ＯＳシェルでは，パーソナルコソピュータのＭＳ－Ｄ

ＯＳコマソドを実行する．これにより，他のソフトウエ

アを使用して琉球方言の音声を出力することもできる．

以下に，各サブシステムの内容および使用法を示す．

本システムは，パーソナルコソピュータPC9801RA

の上に構成されており，入出力装鼠としてマウスとプ

リソタを使用する．マウスは必須である．本システム

を動作させるために必要な記憶容量は，約4.1Ｍバイ

トであるので，このコソピュータで動作させるために

は、ハードディスクなどの外部記憶装麗が必要である．

本研究室では，外部記憶装蹴として光磁気ディスクを

使用している．また，音声出力を使用する場合は，テ

キスト音声合成器「しやくりん坊」［2]が必要である．

本システムのソフトウエア構成を図1に示す．本シ

ステムは，検索部，辞誓操作部，出力部，条件検索部，

ＯＳシェルの各サブシステムからなる．メイン・メニュー

のサブシステム名をマウスで選択すると，そのサブシ

ステムへ移行する．

検索部は，本システムの核をなす部分であり，琉和

検索および和琉検索を行うことができる．検索語を指

定する方法は３種類あり，検索語をキーボードから入

3．電子沖縄語辞典マニュアル

3.1システムの起動

本システムを立ち上げるためには，実行形式のシス

ｉＩＩｉ縄語辞典 本システム
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ナム本体と４個の辞鶴ファイルが同一ディレクトリ上

にある必要がある．また，辞.霧操作部および条件検索

部ではエディタとしてＲＥＤを使用するので，ＲＥＤに

バスを設定しておく．またディバイスとして，atoka

sys，atok6bsys，mouse､sysを組み込んでおく．

この条件で

Okinawa

と入〃するとシステムが起動し，タイトル画面が現れ

る．ここでマウスを左クリックすると，メイソ・メニュー

が現れる．

メイソ・メニューの中のく検索＞，＜辞書操作＞，

＜出力＞，＜条件検索＞，＜OS-Shell＞，＜終了＞

のいずれかにマウス・カーソルを合わせ左クリックし，

メニューを選択する．これにより，指定したサブシス

テムに移行する．

【入力語検索】

画面下部に「検索語は？：」と表示されるので，検

索したい語をキーボードにより入力する．琉和検索を

行いたい場合は，ローマ字で入力し，和琉検索の場合

は，平仮名で入力する．ローマ字入力と平仮名入力の

切り替えは，《NFER》キーにより行う．

検索語が見つかると「表示ウイソドウを指定して下

さい」と表示されるので，上記の【マルチ・ウイソド

ウの基本操作】に従ってウイソドウを開くと，検索さ

れた内容がウイソドウに表示される．検索語が本シス

テムに登録されていない場合は，「……は見つかりま

せん」と表示される．

【画面語検索】

画面下部に「検索語を指定して下さい」と表示され

るので，カレソト・ウインドウの中の検索したい語を

以下のようにして指定する．

(1)語の先頭にマウス・カーソルを合わせ，左ポタソ

を押す．

(2)左ポタソを押したまま語の末尾までマウス・カー

ソルを移動させボタンを離す．指定された語は，反転

表示となる．

(3)指定が終わったら左クリックする．指定を取り消

したい場合は右クリックする．

検索語が検索されたら，【入力語検索】と同様にし

て，表示ウインドウを開く．検索語が見つからない場

合は，その旨のメッセージが表示されろ。

3.2検索部

ウイソドウの上下枠とタイトル枠以外の所でマウス

を左クリックすると，＜入力語＞，＜画面語＞，＜ヒ

ストリー＞，＜音声出力＞と表示されたウイソドウ

（サブ・メニュー）が現れる．それらの中からひとつ

をマウスを左クリックすることにより選択する．なお，

検索部の.初期状態は入力語検索の平仮名入力となって

いる．

検索部では，検索した内容を画面に表示するため，

マルチ・ウイソドウを採用している．まずマルチ・ウ

イソドウの基本操作法を示し，次に，それぞれの検索

の使用方法，およびく音声出力＞について述べる．

【ヒストリー検索】

画面左部にヒストリー・ウイソドウが現れ，これま

でに検索された語が表示される．検索したい語にマウ

ス・カーソルを合わせ左クリックする．【入力語検索】

と同様にして，表示ウイソドウを開く．ここで検索を

行わない場合は，右クリックする．

【マルチ・ウィンドウの基本操作】

希望する場所にマウスカーソルを移動きせ左クリッ

クして，ウイソドウの左上隅を決定する．すると,マ

ウス・カーソルの移動に連れて，矩型の枠が大きくなっ

たり，小さくなったりするので，枠の大きさを決定し，

左クリックする．これにより，任意の大きさのウイソ

ドウが作成されろ．

カレソト・ウイソドウ（いま注Ｍしているウイソド

ウ）には，３つのアイユソ（印）がついており，それ

を躯クリックすることにより以下の操作を行うことが

できる．

▲」をスクロール：ウイソドウの表示内容を上に１行

移動する．

▼下スクロール：同様に，下に１行移動する．

ロ閉じる：カレソトウイソドウを消す．

【音声出力】

これを選択すると，カレソト・ウイソドウの内容が

音声出力される．現在のところ，ローマ字（首里方言

の音韻表記も）はアルファベットとして読みあげられ

る．

3.3辞書操作部

辞醤操作部では，＜削除＞，＜修正＞，＜追加＞と

表示されたサブ・メニューが現れる．それらの中から
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3.5条件検索部

く条件検索＞，＜カウソト＞，＜エディタ＞と表示

されたサブ・メニューが現れるので，マウスにより選

択し以下の操作を行う．なお，＜条件検索＞とくカウ

ソト＞では』入力はローマ字で行う．従って，琉和検

索の機能だけがある．

ひとつをマウスで選択すると，以下の操作を行うこと

ができる．

【削除】

画面中央に「削除したい語は：」と表示されるので，

語をキーボードにより入力する．その語が見つかった

場合は「……を削除してよろしいですか(y/､)」と表

示されるので，ｙまたは、をキーボードにより入力す

る．その後，削除されたかどうかのメッセージが表示

される．

【条件検索】

ローマ字とワイルドカード＊および＄を組み合わせ

て検索語を構成すると，その条件にあった見出し語を

すべて取り出す．ここで，＊は任意の文字列（０個以

上）と一致することを表す．また，＄は任意の１個の

文字と一致することを表す．例えば，以下のとおりで

ある

＊：全ての見出し語

＊mui＊：muiが含まれる全ての見出し語

$$＄：３文字からなる全ての見出し語

$$$$muI8muiの前に４文字ある見出し語

＊$$$$mui：muiの前に４文字以上ある見出し語

これにより任意の条件付き文字列を取り出すことがで

きる．

使用方法は以下のとおりであるまず，画面下部に

「検索するファイル名は？：」と表示されるので，全

ての首里方言から検索するのであれば，”outdLtxt”

と入力する．もし，その前のく条件検索＞で出力した

ファイルから検索するのであれば，そのファイル名を

入力する．つぎに，「検索語は？：」と表示されるの

で，上記の規則に従い検索語を入力する．つぎに，

｢出力するファイル名は？：」と表示されるので，ファ

イル名を入力する．検索語の条件を満たす語が見つか

ると「マッチした単語数＝……」と表示される．条件

を満たす語がない場合は，「マッチする単語はありま

せん」と表示される．

【修正】

画面中央に「修正したい語は：」と表示されるので，

語をキーボードにより人〃する．その語が見つかった

場合はエディタＲＥＤが立ち上がり，修正したい譜の

解説文が表示される．ＲＥＤを用いてその内容を修正

する．修正を終ｒするためには，キーボードのf・１を

押しくSave＞を選択する．メイソ・メニューが現れ，

修正されたかどうかのメッセージが表示される．

【追加】

画面中央に「追加したいファイル名を入力して下さ

い：」と表示されるので，既存のファイル（辞書の内

容が書き込まれているファイル）の追加を行う場合は，

そのファイル名を入力し，新たにファイルを作成する

場合は，新しいファイル名を入力する．新たにファイ

ルを作成する場合および既存のファイルが見つからな

い場合は「ファイルを作成しますか？（y/､)」と表示

されるので，ｙまたはｎを入力する．

ｙを入力した場合は【修圧】と同様，ＲＥＤが立ち上

がるので！それによりファイルを作成する．

メイソメニュー画面が現れ，追加されたかどうかメッ

セージが表示される．

3.4出力部

現在のところ，ファイルへの出力を行うことができ

る．画面中央に「ファイルに保存したい語は？：」と

表示されるので，語をキーボードにより入力する．そ

の語が見つかると，「ファイル名（８文字以内）は？：」

と表示されるので，ファイル名を入力する．保存が完

了するとその旨メッセージが表示される．保存したい

語が見つからない場合には，「……は見つかりません」
と表示される．

【カウント】

任意の文字列を検索語として入力すると，その文字

列を含む語をすべて取り出し，その文字列の出現回数

を答える，ひとつの単語にその文字列が複数回現れる

場合は，複数回として扱う．

使用方法は上記の【条件検索】と同様である．ただ

し，ここでは上記のワイルドカードは使わない．また

終了後に出現回数が表示されることが異なる【条件

検索】および【カウソト】で出力されたファイルは，

相互に入力ファイルとして使用できる．
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【エディタ】

【条件検索】および【カウソト】で出ﾉﾉしたファイ

ルをＲＥＤを膳いて編集したり検索したりする．画面

下部に「ファイル名は？：」と表示されるので，編集

するファイルの繕前を入力する．ここでＲＥＤが立ち

1かりⅢそのファイルを操作することができる．

５．むすび

琉球方言の研究を支援するシステムとして，「沖縄

語辞典」をコソピュータで検索する「電子沖縄語辞典」

を構成した．本システムの特長は，ウイソドウ・シス

テムにより操作性がよいこと，検索が速いこと，音韻

の条件付き検索が行えることである．本システムの一

部は，すでに首里方言のテキスト音声合成システム[4］

においてアクセソト型を自動的に決定するために使用

されていろ．

今後の課題としては，以下のことが挙げられる．

(1)首里方言のテキスト音声合成システムを応用しリ

ウイソドウの内容を方言を交えて読みあげることがで

きるようにする

(2)条件検索の条件として，ＡＮＤ，ＯＲ，否定などを

追加し，さらに有用なものIこする．

(3)これを琉球方言の他の方言にも応用できるものに

する．

(4)コソピュータ・ネットワークを介して他のコソピュー

クからも利用できるようにする．

(5)琉球方言の自動翻訳に応用する．

３．６０Sシェル部

ＯＳへ抜けて，ＭＳ－ＤＯＳのコマソドおよび他のプ

ログラムを実行する．使用方法は，まずメイソ．メニュー

の＜ＯＳシェル＞をマウスで選択する．これでⅡＭＳ－

ＤＯＳのコマソド・ライソでコマンドおよびプログラ

ムが実行できる状態になる．本システムに戻るために

は，“exit”と入力する．

４．沖縄藷辞典における母音の出現数

本システムの条件検索部を用いて，沖縄語辞典の見

出し語すべてに対して母音の出現数を調べた．結果を

変２および表３にぶす．

表２．短母音の冊現数
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炎３．提母音のH1現数

この結果を伊波の調査[3]と比較すると)／u/と/ee／

がわずかに少な目となっているが，出現頻度とその順

位ともにほぼ‐致している．ただし，木調査は単語単

位で鋼街したものであるが，伊波のそれは文章中の出

現瀕度である．また，本調鶯の音素の総数は，伊波の

それの約10倍である．

/a／／i／／u／／e／／o／ 計

12,61613,079121360９１４６

330％34.1％32,4％0.2％0.1％

38,192

100％

/aa／／ii／／uu／／ee／／ＣＯ／ 計

2,425２０１１８1,5901,7211,303

26.5％23.1％17.4％18.8％14.2％

9,157

100％


